
４検定試験を一斉実施

令和 6 年度後期 全国書道・ペン硬筆検定試験案内

指導者に実力を、塾長に権威を！

〈試　験　概　要〉
◆試験方法
●助教・級位

後期検定試験では、助教と級位の試験が実施され
ます。試験場所はご自宅です。受験期日までに試験
問題・解答用紙をお送りします。参考書を使用して
も構いません。試験期間内に答案を左記通信教育部
までお送りください。（当日消印有効）

◆受験資格
本会の通信教育講座受講生・同修了生、本会会員、
書学院在学生・同卒業生、一般の書道またはペン習
字学習者。
※�資格認定試験（師範・司教・助教）は 18 歳以上。

◆趣旨
「指導者に実力を、塾長に権威を !」をモットーに、
毎年２回（春・秋）、本会が実施している検定試験は、
指導者育成のステップとして、これまでに実力のあ
る合格者を輩出し、生涯学習の充実・普及に大きく
貢献しています。
　最も信頼されるのは、やはり「師範」の免許を持っ
ている指導者です。しかし、師範の免許はすぐに取
れるものではありません。まずは現在の自分の実
力を測るため「全国書道・ペン硬筆級位認定試験」
を受験してみましょう。現在の自分の実力が「初級・
中級・上級」の３段階で判定され、上級ならば助教
とほぼ同等の実力を持っていることとなります。
　級位認定試験および助教の検定試験は自宅での
通信試験となっています。参考書などを活用し解答
すること自体が勉強となり、実力を養成できる試験
となっています。

◆合否発表

答案を審査の上、合否は 12 月中に、個人宛に通
知します。また、合格者は不二誌�一般版・中高版・
ぺんの力の 3月号で発表の予定です。

◆主催　公益財団法人�日本書道教育学会

級位

4,000 円

3,500 円

助教

10,000 円

8,000 円

書道

ペン硬筆

初級

2,000 円

2,000 円

中級

3,000 円

3,000 円

上級

3,500 円

3,500 円

書道

ペン硬筆

助教

10,000 円

8,000 円

書道

ペン硬筆

◆受験料

◆認定証交付料

◆免許状交付料

（全て税込）

【助教・級位】通信（自宅）試験期間
10月12 日（土）～ 10 月 28 日（月）当日消印有効〉

◆申込受付◆
８月13日（火）～９月24日（火）（消印有効）

資
格

認
定

実
力

認
定

第64回全国書道検定試験
第44回全国ペン硬筆検定試験

第97回級位認定書道検定試験
第87回級位認定ペン硬筆検定試験

助教のみ



受験願書の請求・お問合せ先
〒 101–8358　 東京都千代田区西神田 2–2–3 

（公財）日本書道教育学会通信教育部　書道検定試験係　またはペン硬筆検定試験係 
TEL：03（3234）3961　FAX：03（3234）3548

◆受験手続き

②�受験料の
お支払い

受験願書とともに現金書留でお送りいただくか、郵便局でお振り込みください。振込先は下記のとおりです。
振込先 ��ゆうちょ銀行　口座番号：00120-2-48648�

加入者名：（公財）日本書道教育学会通信教育部

④試験開始
試験開始の 1週間程前になりましたら、�
試験問題と解答用紙をお送りしますので、
締切日までに通信教育部へご返送ください。

③�受験願書
ご提出

受験願書をご記入いただきましたら、
通信教育部までお送りください。受付
期間終了後、受験票を順次発送します。

①�受験願書
の請求

ホームページより受験願書をダウンロードいただくか、下記通信教育部までご請求ください。
右のQRコードからも受験願書のダウンロード、及び試験要項をご確認いただけます。

◆要項の配布
どの試験を受けたらよ

いか迷っている方には、
要項を配布しています。�
角型3号以上の返信用封
筒と切手（140円）を同封
の上、下記通信教育部まで
ご請求ください。

受験願書及び試験要項ダウンロード▶︎

氏名、送付先住所、電話番号、書道・ペン硬筆の別、受験種別（助教・
級位）を明記した書類を同封の上、現金書留で下記までお送りください。

現金書留の
場合

お振込の
場合

〈振込先〉�ゆうちょ銀行　口座番号：00120-2-48648　加入者名：（公財）日本書道教育学会通信教育部

検定試験合格の特典（後期は助教・級位試験のみとなります）

過去問の請求方法 1部：3,000円（平成30年度後期分）

通信欄に氏名、送付先住所、電話番号（振込人と同一の場合は記入不要）、
書道・ペン硬筆の別、受験種別（助教・級位）を明記の上、下記振込先
へお振り込みください。

■書道級位
不二誌一般版への編入試験料を免除する。
漢字（半紙・条幅）、かな（半紙・条幅）、新和様（半紙・条幅）
において上級は「初段」、中級は「２級」、初級は「４級」
へ編入できる。

■ペン硬筆級位
「ぺんの力」への編入試験料を免除する。
上級は基礎コース「初段」、中級は基礎コース「２級」、
初級は基礎コース「４級」へ編入できる。

■書道助教
不二誌一般版への編入試験料を免除する。
漢字（半紙・条幅）、かな（半紙・条幅）、新和様（半紙・条幅）

「二段」へ編入できる。

■ペン硬筆助教
「ぺんの力」への編入試験料を免除する。
基礎コース「二段」へ編入できる。

■書道司教
不二誌一般版への編入試験料を免除する。
漢字（半紙・条幅）、かな（半紙・条幅）、新和様（半紙・条幅）

「三段」へ編入できる。

■ペン硬筆司教
「ぺんの力」への編入試験料を免除する。
基礎コース「三段」へ編入できる。

■書道師範
不二誌一般版への編入試験料を免除する。
漢字（半紙・条幅）、かな（半紙・条幅）、新和様（半紙・条幅）

「四段」へ編入できる。

■ペン硬筆師範
「ぺんの力」への編入試験料を免除する。
基礎コース「四段」へ編入できる。

10 万人の会員を誇る本会が認定する師範免許は指導者としての実力を裏付けるものとして、最も信頼されています。 
師範免許取得者の多くが全国各地で学校教育、生涯学習の一端を担って活躍中です。



級
　
位

助
　
教

〈
ペ
ン
硬
筆
〉

〈
ペ
ン
硬
筆
〉

課
題

領
域

内
容

一
漢
字

楷
書
、
行
書

○
楷
書
、
行
書
、
ひ
ら
が
な
を
正
し
く

書
く
技
能
を
も
ち
、
字
形
を
整
え
て

美
し
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
漢
字
か
な
交
じ
り
文
を
体
裁
よ
く
書
く

こ
と
が
で
き
る
。

○
硬
筆
に
関
す
る
用
具
・
用
材
・
用
語
に

つ
い
て
正
し
く
広
い
知
識
と
表
現
力
を

も
っ
て
い
る
。

○
楷
書
、
行
書
、
か
な
の
古
典
を
正
し

く
臨
書
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
初
歩
的
な
創
作
が
で
き
る
。

○
常
用
漢
字
表
、
常
用
漢
字
字
体
表
、
常

用
漢
字
音
訓
表
に
つ
い
て
の
知
識
を

も
っ
て
い
る
。

二
か
な

ひ
ら
が
な（
連
綿
も
含
む
）

三
漢
字
か
な
　

交
じ
り
文

文
章
な
ど
の
タ
テ
・
ヨ
コ
書

き（
ロ
ー
マ
字
、
カ
タ
カ
ナ
、

ア
ラ
ビ
ア
数
字
、
符
号
）

四
実
用
文

文
書
、
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、
掲

示
物
な
ど

五
理
論

・
硬
筆
の
用
具
・
用
材
・
用
語
に

つ
い
て
の
知
識

・
国
語
表
記
法
に
つ
い
て
の
知
識

課
題

領
域

内
容

一
漢
字

楷
書
、
行
書

○
楷
書
、
行
書
、
ひ
ら
が
な
を
正
し
く
美
し
く
、

あ
る
程
度
深
い
内
容
・
表
現
力
を
も
っ
て
書

く
こ
と
が
で
き
る
。

○
漢
字
か
な
交
じ
り
文
を
体
裁
よ
く
、
あ
る
程

度
深
い
内
容
・
表
現
力
を
も
っ
て
書
く
こ
と

が
で
き
る
。

○
楷
書
、
行
書
、
か
な
の
古
典
を
正
し
く
、
あ
る

程
度
特
徴
を
生
か
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
詩
や
文
章
な
ど
を
自
由
な
発
想
・
書
き
方
、

構
成
で
あ
る
程
度
の
創
作
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
常
用
漢
字
表
、
常
用
漢
字
字
体
表
、
常
用
漢

字
音
訓
表
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
。

○
旧
字
体
、
筆
写
体
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ

て
い
る
。

○
送
り
が
な
、
現
代
か
な
づ
か
い
、
符
号
な
ど

に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
。

二
か
な

ひ
ら
が
な（
簡
単
な
連
綿
・

変
体
仮
名
）

三
漢
字
か
な

交
じ
り
文

文
章
、
手
紙
、
文
書
な
ど

の
タ
テ
・
ヨ
コ
書
き（
ロ
ー

マ
字
、
カ
タ
カ
ナ
、
ア
ラ

ビ
ア
数
字
、
符
号
を
含
む
）

四
実
用
文

文
書
、
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、

掲
示
物
な
ど

五
創
作

漢
詩
、詩
文
、文
章
、和
歌

六
理
論

・
国
語
表
記
法
に
つ
い
て

の
知
識

・
旧
字
体
、筆
写
体
、筆
順

受
験
資
格

試
験
内
容

二
段
以
上
の
者
お
よ
び

同
等
の
実
力
を
有
す
る
者

○
書
体（
楷
・
行
・
草
・
か
な
）

○
古
法
帖
の
臨
書

○
自
運（
条
幅
・
半
紙
）

○
手
本（
中
高
生
向
け
）

○
書
論
お
よ
び
書
道
史

〈
書
道
〉

〈
書
道
〉

課
題

領
域

内
容

一
半
紙
漢
字
自
運

楷
書
、
行
書

○
楷
書
・
行
書
を
正
し
く
、
美
し
く
書

く
こ
と
が
で
き
る
。

○
楷
書
・
行
書
・
か
な
の
古
典
を
正
し
く
、

美
し
く
臨
書
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
漢
字
か
な
交
じ
り
文
を
半
紙
に
体
裁
よ

く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
書
道
に
関
す
る
用
具
・
用
材
・
用
語

に
つ
い
て
正
し
く
、
深
い
知
識
を
も
っ

て
い
る
。

○
書
道
史
に
お
け
る
人
名
、
作
品
名
、

時
代
な
ど
の
一
般
的
知
識
や
理
解
を

も
っ
て
い
る
。

二
漢
字
か
な
交
じ
り
文

俳
句

三
半
紙
漢
字
臨
書

楷
書
、
行
書

四
半
紙
か
な
臨
書

か
な

五
理
論
　

・
書
道
の
用
具
・
用
材
・

用
語
に
つ
い
て
の
知
識

・
書
道
史
の
一
般
的
知
識



課
題

領
域

内
容

一
漢
字

楷
書
、
行
書

○
楷
書
、
行
書
、
ひ
ら
が
な
を
正
し
く

書
く
技
能
を
も
ち
、
字
形
を
整
え
て

美
し
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
漢
字
か
な
交
じ
り
文
を
体
裁
よ
く
書
く

こ
と
が
で
き
る
。

○
硬
筆
に
関
す
る
用
具
・
用
材
・
用
語
に

つ
い
て
正
し
く
広
い
知
識
と
表
現
力
を

も
っ
て
い
る
。

○
楷
書
、
行
書
、
か
な
の
古
典
を
正
し

く
臨
書
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
初
歩
的
な
創
作
が
で
き
る
。

○
常
用
漢
字
表
、
常
用
漢
字
字
体
表
、
常

用
漢
字
音
訓
表
に
つ
い
て
の
知
識
を

も
っ
て
い
る
。

二
か
な

ひ
ら
が
な（
連
綿
も
含
む
）

三
漢
字
か
な

交
じ
り
文

文
章
な
ど
の
タ
テ
・
ヨ
コ
書

き（
ロ
ー
マ
字
、
カ
タ
カ
ナ
、

ア
ラ
ビ
ア
数
字
、
符
号
）

四
実
用
文

文
書
、
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、
掲

示
物
な
ど

五
理
論

・
硬
筆
の
用
具
・
用
材
・
用
語
に

つ
い
て
の
知
識

・
国
語
表
記
法
に
つ
い
て
の
知
識

57
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57
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後

44
64

後

会 　　　　　　　

44

97
87

公益財団法人

公益財団法人　　　　 公益財団法人

書
道
師
範

ペ
ン
師
範

※欄には記入しないこと。受験種別欄はいずれかに○をつけること。

上半身正面ごく最近の
ものをのりづけのこと

（師範受験者）

写　真

上半身正面ごく最近の
ものをのりづけのこと

（師範受験者）

写　真

一、　※欄には記入しないこと。
二、　受験種別欄はいずれかに○

をつけること。
三、　願書と受験票を切り離さな

いこと。
四、　答案用紙には受験番号を必

ず明記し、氏名は書かない
こと。

五、　ペンと書道検定試験は同時
に受験することができます。

六、　合否通知は 12 月中旬に文書
をもって連絡いたします。

検
定
試
験
Ｑ
＆
Ａ

　

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
試
験
な
の
で
す
か
？

　

Ｑ
．
試
験
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

　

Ｑ
．
試
験
は
ど
こ
で
行
わ
れ
ま
す
か
？

Ａ
．資
格
認
定
と
実
力
認
定
の
二
つ
の
試
験
が
あ
り
ま
す
。

【
資
格
認
定
】

書
道
・
ペ
ン
硬
筆
の
師
範
・
司
教
・
助
教
の
資
格
を
取
得
で

き
る
試
験
で
す
。
後
期
は
助
教
の
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
実
力
認
定
】

成
績
に
よ
っ
て
上
級
・
中
級
・
初
級
の
い
ず
れ
か
に
認
定

さ
れ
ま
す
。
不
合
格
の
出
な
い
試
験
で
す
。

Ａ
．
書
道
・
ペ
ン
硬
筆
と
も
理
論
問
題
と
実
技
問
題
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

【
書
道
】

理
論
：
書
道
史
や
書
体
に
つ
い
て
問
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
自
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

実
技
：
受
験
要
項
で
臨
書
課
題
の
出
題
範
囲
を
確
認
し
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
資
格
認
定
の
手
本
の
課

題
は
、
不
二
誌
等
の
競
書
誌
で
小
学
生
向
け
の
課
題
を
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

【
ペ
ン
硬
筆
】

理
論
：
か
な
作
品
を
読
む
問
題
や
旧
字
体
を
新
字
体
に
書
き
換
え
る
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

実
技
：
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
字
の
美
し
さ
や
表
現
の
的
確
さ
が
問
わ
れ
ま
す
。

Ａ
．
自
宅
受
験
で
す
。

受
験
者
の
ご
自
宅
に
試
験
問
題
・
解
答
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。
二
週
間
の
試
験
期
間
内
必
着
（
当

日
消
印
有
効
）
で
、
本
会
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
参
考
書
を
使
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

師
範
三
段
以
上
お
よ
び
同
等

の
実
力
を
有
す
る
者

司
教
二
段
以
上
お
よ
び
同
等

の
実
力
を
有
す
る
者

助
教

初
段
以
上
お
よ
び
同
等

の
実
力
を
有
す
る
者

級
位

制
限
な
し

受験レベルの目安




